
国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

24億5,659万4千円

19億3,794万3千円

3億7,228万円

5億9,546万4千円

964万1千円

5億3,192万9千円

1億9,049万円

24億1,293万4千円

17億9,827万5千円

3億6,511万7千円

5億2,292万5千円

1億3,746万3千円

5億1,556万2千円

3億2,421万円

4,366万円

1億3,966万8千円

716万3千円

7,253万9千円
※1△1億2,782万2千円

1,636万7千円
※2△1億3,372万円

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

区 分 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差 引 額

令和元年度

決 算

令和元年度　特別会計・企業会計決算

下水道事業会計

水道事業 会計

令和元年度　一般会計決算

※1不足分は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、減債積立金、過年度分損益勘定留保資金で補てん。
※2不足分は、当年度分損益勘定留保資金で補てん。

　令和元年度一般会計、３つの特別会計と２つの企業
会計の決算を審議した。
●一般会計の歳入歳出差引額（形式収支）は、３億8,429万円の黒
字となった。そのうち、翌年度（令和２年度）に繰越すべき財
源としての繰越明許費繰越額1,974万円を差引いた実質収支は、
３億6,455万円の黒字となった。
●一般会計決算は、歳入・歳出ともに前年度より増額となってお
り、主なものは、歳入では国庫支出金・県支出金の増額など、
歳出では民生費・農林水産業費の増額など。

歳  出
94億4,510万8千円

消防費
3億7,039万4千円
（3.9％）

農林水産業費
2億5,956万5千円
（2.7％） その他

2億5,186万4千円
（2.7％）

歳  入
98億2,939万8千円町債（借金）

6億4,809万2千円
（6.6％）

町債（借金）
6億4,809万2千円
（6.6％）

地方消費税交付金
4億6,336万7千円
（4.7％）

地方消費税交付金
4億6,336万7千円
（4.7％）

使用料・手数料
1億4,346万6千円
（1.5％）

その他
3億8,700万2千円
（3.8％）

県支出金
7億4,496万円
（7.6％）

県支出金
7億4,496万円
（7.6％）

分担金・負担金
5,715万4千円
（0.6％）

繰越金
3億5,180万円
（3.6％）

諸収入
3億8,311万4千円
（3.9％）

諸収入
3億8,311万4千円
（3.9％）

地方交付税
7億4,732万3千円
（7.6％）

地方交付税
7億4,732万3千円
（7.6％）

民生費
38億2,381万2千円
（40.5％）

衛生費
6億5,621万6千円
（7.0％）

教育費
14億9,326万7千円
（15.8％）

総務費
12億2,130万6千円
（12.9％）

土木費
6億5,195万3千円
（6.9％）

公債費（借金返済）
7億1,673万1千円
（7.6％）

繰入金
4億5,073万7千円
（4.6％）

国庫支出金
12億843万5千円
（12.3％）

町税
42億4,394万8千円
（43.2％）
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